
新型コロナウイルスに感染の恐れがある状況下における避難所運営に関する指針の概要 

 

１．策定趣旨 

新型コロナウイルスに感染の恐れがある状況において，地震，河川洪水等の災害があった場合に備え，

市民の生命を守るとともに，避難所における市民の感染リスクを可能な限り低減するため，策定する。 
 

２．基本的事項 

 （１）避難所の開設基準及び閉設基準 
 
  〇開設基準 ・・・ 水戸市から「避難情報」を発表した時点で開設する。 
            ※被害が想定されない状況において，「自主避難」のための開設はしない。 
 
  〇閉設基準 ・・・ 避難者の安全が確保され次第，時間帯を問わず，避難勧告等を解除する。 

         解除後は，避難者の実情に配慮しながら，避難所の早期閉設に努める。 
 
 （２）開設する避難所の考え方等 

① 平時から，避難所以外に親戚の家等で安全な場所があれば，そちらに避難するよう啓発する。 

  ② 避難者の分散を図るため，可能な限り多くの指定避難所を開設する。 

③ 避難者間の感染を防ぐため，避難者に応じ，下記のとおりグループを分けて受入れを行う。 

  ④ 災害規模や避難者数に応じ，県立高校や民間宿泊等を活用する。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※健康観察期間中の者や体調不良者については，災害や感染の状況，健康状態等に応じて個別対応とする。 
※民間福祉施設の利用は，入所者へ感染が拡大する恐れがあることから行わない。 
※校舎を活用する場合は，児童，生徒への影響を低減するため，特別教室や会議室を優先して使用する。 
 

３．避難所運営の主なポイント 

 （１）固定チームのローテーションによる運営 

 （２）受付時の健康状態のチェック，スクリーニングの実施 

 （３）十分な避難スペースの提供（間仕切りの活用，隣との距離の確保 等） 

 （４）健康，衛生管理の徹底（咳エチケットの励行，定期的な施設消毒 等） 

 （５）避難者間の接触・交流，面会の制限 

 （６）保健所との緊密な連携（避難者の感染が確認された場合の対応 等） 

感染小康期（学校再開時） 

一般の避難者 小学校（体育館） 

避難行動要支援者等 市民センター 

健康観察期間中の者 

（濃厚接触者等） 
中学校（体育館）※ 

体調不良者 中学校（特別教室等）※ 

感染が確認されている者 個別対応（病院等） 

通常時 

一般の避難者 
指定避難所 

（小・中学校 

市民センター） 

体調不良者 民間福祉施設 

指定避難所 

 （福祉避難室）等 
避難行動要支援者等 

感染拡大期（学校休業時） 

一般の避難者 
小学校（体育館，特別教室等，

教室） 

避難行動要支援者等 市民センター 

健康観察期間中の者 

（濃厚接触者等） 
中学校（体育館）※ 

体調不良者 中学校（特別教室等，教室）※ 

感染が確認されている者 個別対応（病院等） 


